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助成活動名 百色の未来相談会（進路選択や学習環境に困難を抱える当事者を対象にした相談事業） 

助成額     3,000,000 円 

活動内容 

目的 

 
様々な困難を抱える子どもたちにとって、進学や進級、それに伴うクラス替え
等々、節目節目で克服すべき課題が多い。様々な教育環境に身を置く当事者たち
の実態に応じ、学校、保護者、関係機関が連携して子どもたちを支えていかなけ
ればならない。わが国では入学から卒業するまでの間、子どもや家族の相談の多
くは、主に学校が担ってきた。ところが、近年、発達障害や不登校・引きこも
り、いじめ等は、外部の専門家、専門機関等との連携が進められてきている。し
かしながら、福祉サービスでは相談と支援はセットで事業化されているが、その
入り口となる教育相談はまだまだ学校が担うという意識が根強く、地域で実際に
相談を担っている人たちは、所属はあるもののボランティアに近い状態で当たっ
ており、そのため「いつでも」相談できる環境を作ることは困難である。継続的
に相談会を実施することのできる仕組みをつくり、当事者が次のステップを見つ
けるために情報の提供や橋渡しなどを行う。無料相談会を広め、新たな人が相談
に来やすい環境を作り、孤立感を払拭することが目的である。近年では、教育相
談を利用することなく、義務教育が終了し、そのまま福祉サービスと繋がること
のないまま、相談するあてがなく、ひきこもりの状態になっている当事者やその
家族からの相談への対応も行う。 
 

内容 

 
岡山県、岡山市、倉敷市教育委員会の後援のもと、月毎の相談会の開催日程を知
らせる百色通信を岡山市内、倉敷市内の市立小中学校へ送付。また、県内の医療
機関や岡山市内の公民館、ＮPO 法人等各支援機関や親の会へも送付。パンフレ
ット、ガイドブックの作成、配布。 
相談会申し込みがパソコン、スマートフォンからもできるようにホームページを
作成、相談専用の電話を用意した。 
講話等による百色の未来相談会の広報、啓発活動を実施。年間 85 回の個別相談
会開催、年間 3 回の特別相談会開催。合計 105 件の相談を実施した。 
 

成果 

 

新型コロナウイルス感染拡大の影響下で、対面の相談会を実施するには、様々な

影響が考えられ、当初は、中止も考えたが、問い合わせや相談を希望する電話等も

あり、実行委員会で検討の結果、感染対策を講じながら実施することにした。感染

予防のため、相談会場の確保が心配されたが、岡山高等学院を中心に寺院の協力

を得て、月に 7 から８回のペースで開催することができた。初年度は、１１４回

の相談（相談者９２人）、２年度は１１２回の相談（相談者８７人）であった。 

 



 

本年度は、１０５回の相談（相談者７３人）であった。コロナの影響で過去２年間

行っていた大規模相談会を中止したが、実施できていれば、過去の実績を上回っ

ていたと考えられる。 

 

  

  

相談者の性別は、男性４６人，女性２７人であった。過去２年間では女性は男性の

半数以下であったが、今年度は男性の半数以上となり女性の占める割合が高くな

った。また、成人の相談が増え、その多くがひきこもりの状態であった。一番多い

のは、中学２年生から高校２年生年代で、不登校や中途退学での進学や進路変更

の相談と、あわせて、家での過ごし方を模索している事例であった。相談全体とし

て、進路をめぐる選択に対して、本人・保護者とも考え方が柔軟になってきて、今

の自分に合った選択ができるケースがふえている。ただし、医療機関や相談機関

につながっているケースが多く、 

 

そこで十分な対応ができていればわざわざ来る必要はないと考えるが、専門機関

においても、まだまだ見直しや整備を進める点が少ないといえる。 

 その中で、倉敷在住の中学生が、県立の中学校に進学したが、不登校となり、市

内の適応指導教室への通室を希望したところ、断られたとことにより相談に。他

にも同様のケースがないか百色の相談会に関係している機関で調べると、他の県

立中学校、私立中学に在籍していた生徒でも同様のケースがあることが判明した。

早速、県、市の教育委員会と連絡をとり調整をお願いしたところ、在籍に関係なく

利用できるようになった。 

 また、高校生年代の相談では、中学校までは比較的順調に通学できていたが、高

校に入ってから、急に不登校になったケースで、しかも年度末が近づいての転学

についての相談がふえたことである。何とか退学だけにはしたくない高等学校側

の意向も大切ではあるが、今後のことに十分な見通しのないまま時間だけが過ぎ

ていき、進級のめどがたたず、結局困って相談にくる場合である。単位が取れず、
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留年、退学になってしまうと、１年間を棒に振ってしまうことになるし、転学する

にしても決まった時期を過ぎるとやはり、卒業時期が、同級生とは遅れてしまう。

本人たちにとって少しでも不利にならにように指導・支援が必要である。 

しかし、現実は分かっているはずの学校現場でも、手遅れになっているケースが

少なくないようである。 

２０歳台の引きこもりのケースが増えている。家から出ることが出来ないので、

こちらから家庭に足を運ぶケースがあった。今後も、増えていくことが予想され

る。 

 

今後の課題と
対応策 

  
気軽に相談に行ける場所として、今後も存続を考えている。そのために大切なこととし
て、相談の回数や場所を増やすというよりも、我々が現場で日々、相談の中で直接感じて
いることや疑問を、行政はじめ、専門機関とコミュニケーションしていけることだと思っ
ている。進学や就職にめどがついたから解決とし、それでおしまいというわけにはいかな
いことの方が多い。すべてに継続相談とはしていないが、何かしらの相談がしばらくは継
続していくのは事実である。公ではすぐには気づかないことや目の届かないことに現場か
ら気づいたことを伝えていき、共に当事者の立場にたった支援を行っていけるようになる
ような仕組みができることが必要である。息長く活動を続けて、公の方々に気づいてもら
えるようになるまでは、どのような形であれ続けていきたい。 
 

写真の提出 
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